（公表用）

岩手県福祉サービス第三者評価の結果

１ 第三者評価機関

	名　称
	社会福祉法人

岩手県社会福祉協議会
	認証番号
	第２号

	所在地
	盛岡市三本柳8－1－3
	評価実施期間
	平成20年７月１０日～１０月２９日


　

２　事業者情報

	事業者名称：好地荘

（施設名）　
	種別：救護施設

	代表者氏名：理事長 千葉　　弘

（管理者）　施設長 清枝　純一
	開設年月日　　昭和37年６月25日

	設置主体：社会福祉法人　岩手県社会福祉事業団

経営主体：社会福祉法人　岩手県社会福祉事業団
	定員（利用人員）

　　　　　　　７０　名

	所在地：花巻市石鳥谷町中寺林７－４６―３

TEL ０１９８－４５－３０２４

FAX ０１９８－４５－６６２１


３ 総評

	◇ 特に評価の高い点

○利用者の意向を引き出す丁寧な取り組みと公表の姿勢
　　利用者の満足（度）調査の際に、外部の方に依頼し、個々の利用者からヒアリングして集約する方法は工夫された取り組みである。コミュニケーション手段の弱い利用者から何とかして意見や要望、意向を引き出そうとする姿勢が見られる。その結果をとりまとめて掲示し、公表する取り組みは高く評価される。
◇ 改善が求められる点

 ○内服薬・外用薬等服薬の記録の必要性　
内服薬の服薬、外用薬処置の後、チェックと記録、その後の観察状況等を記録する様式がなく経過の記録が不十分である。正確な服薬と服薬後の観察の確認が重要と考えることから、所定の様式に従った記録がされるよう改善が必要と思われる。薬の取り違え、服用忘れ、重複服用等を予防することからも検討を願いたい。



　

４ 第三者評価結果に対する事業者のコメント

	2度目の受審となりましたので、共通・付加基準ともに総合評価としては前回よりワンランクアップしましたが、更なるレベルアップのために必要なご指摘がありました。

今回は特に、「利用者の意向を引き出す丁寧な取り組みと公表の姿勢」に関して、満足度調査の際、施設以外の外部委員に依頼し、気兼ねなく思いを引き出す工夫を行うとともに、結果公表に際しては、グラフなども活用した見やすい掲示に努めた点が高く評価されました。

　しかしながら、「内服薬・外用薬等の扱いは確実に行われているか」という点について、内服薬の服薬後の観察確認の記録がなかったことから、「確実に行われていない」という極めて厳しいご指摘をいただきました。

向精神薬の服薬者が多いことから、服薬後の経過観察に留意していたところではありますが、今後は、更に確実性を期すため、様式に従った記録に努めてまいります。

救護施設には、福祉事務所等からの委託により、様々な事情で独立した生活を送ることが難しい利用者が入所されていますが、より利用者個々の自立に向けての意欲を引き出す工夫をするとともに、それが叶えられることで得られる満足をも提供できるよう、サービスの質の向上に努めてまいります。




５ 各評価項目にかかる第三者評価結果

　（別紙）
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